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CA1674
「男性図書館員」の肖像

　「図書館で働く人」と聞けば、世の大半の人が「女
性」を思い浮かべるのではないか。学校図書館にし
ろ、公共図書館にしろ、テレビドラマの中の図書館
にしろ、そこで働く職員は女性とイメージされるこ
とが多い。しかし、当然ながら、男性の図書館員も存
在する。そこで本稿では、存在感があるとは必ずし
もいえない「男性図書館員」にスポットを当て、統計
データ、研究対象としての図書館員、フィクションで
描かれる図書館員像という 3 つの視座から、その姿を
概観する。なお、本稿では司書資格の有無を問わない
ため、「司書」ではなく「図書館員」と呼ぶことにす
る。
1. 統計から見た男性図書館員
　普段図書館を利用している人には、「男性の図書館
員は少ない」という実感があるのではないか。そのイ
メージを確認するために、全国の公共図書館等の男女
比を示してみる。

　表から、実感されるとおり職員の多数が女性である
ことがわかる。特に、貸出業務など利用者と接する業
務に従事するケースが多いと予想される非常勤職員は
90％が女性である。近年は指定管理者制度や外部委託
により、民間企業のスタッフが公共図書館のカウン
ターに立つことも多くなってきたが、多くの図書館で
このような業務を行っている会社でも「スタッフのお
およそ 85％が女性」という⑵。こうしたことを踏まえ
ると、図書館員として女性がイメージされることが多
いのは当然かもしれない。なお、1985 年の専任職員
の女性率は 44％、臨時職員は 76％であり、女性率は
高まっている⑶。
　また、諸外国でも女性図書館員が多数である国が多
い。たとえば、米国図書館協会（ALA）が全米教育
統計センター（NCES）の統計を元に作成したレポー
ト“Diversity Counts”（E599 参照）によると、2000

年の米国の有資格ライブラリアンのうち 82% を女性
が占めている⑷。このような中、テキサス州図書館協
会が災害援助の寄付金募集活動の一環として「貴重な
天然資源」である男性図書館員が被写体となったカレ
ンダーを作成・販売したという事例もある⑸。
　ちなみに国立国会図書館（NDL）職員の男女比は
2008 年 11 月時点でおよそ 49：51 であるが、一部カ
ウンターの外部委託などもあるため、「女性が多い」
というイメージを持たれているかもしれない。
2. 図書館研究における男性図書館員
　次に、図書館研究における男性図書館員の扱われ方
をみていく。
　図書館員についての論文で扱われる対象は、大き
くわけると「一般の職員」および「特定の人物」であ
る。まず一般の図書館職員についての論文では、男
性を対象としたものは非常に少ない。たとえば、2008
年 11 月 11 日、NDL-OPAC の雑誌記事索引で「男性
　図書館」「女性　図書館」のキーワードで検索し、
職員に関連する記事を抽出すると、男性は 2 件、女
性は約 60 件である。その男性 2 件も、「数では女性
優位、権力では男性優位－図書館職における不均衡」

「女性図書館員について－男性館員の立場から」とい
う、女性図書館員を主に扱った記事である。
　このように女性の論文が多い理由としては、「性別に
よる格差」の存在があろう。前掲の表からわかるとお
り、職員数では女性優位だが、館長・分館長数は男性
が圧倒的に多い。これが、「男性ばかりが優遇されて
いる」「女性の待遇を改善すべきだ」といった問題意
識となり、研究の多さに繋がっているのではないか⑹。 
こうした格差についてはすでに 30 年前の論文で指摘
されているが、状況はあまり改善されていない⑺。
　この格差は、「特定の人物」を扱った論文の大半が
男性を対象としたものであることからも読み取れる⑻。 
女性図書館員について研究する田口は、「この国では
図書館（とくに建物、蔵書、機器）や組織には光りを
当てても、人に光りを当てることは少ないように思
う。女性学の方法論として人物研究は初歩的段階かも
しれないが、図書館界ではそれさえまだ十分にはおこ
なわれていない」⑼と述べている。論文が書かれるほ
どの人物となると、館長などの役職者や研究者が多く
なるため、男性が中心になってしまうのだろう。
　ただ、人物研究では田口のように「女性を取り上げ
る」という方向性が見られる一方、一般の職員を論ず
る中で男性を取り上げようという動きはあまり見られ
ない。その理由としては、そもそも図書館に限らず一
般的に（女性に対する意味での）「男性の労働環境」
を議論する下地が少なかったこと、加えて男性図書館
員が少ないことの問題点が見えにくかったことなどが

表　全国の都道府県立、市区町村立、組合、一部法人図書館
の職員数

総数 男性 女性 女性率

館長・分館長 2,803 2,387 416 15％

専任職員 13,848 5,600 8,248 60％

非常勤職員 13,206 1,255 11,951 90％

『平成１７年度社会教育調査』⑴から作成
「館長・分館長」は、専任・兼任・非常勤の合計数。
「専任職員」「非常勤職員」は、「司書」「司書補」「その他の
職員」の合計数。
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考えられる。近年は「男性学」が研究されるなど下地
はできつつあるが⑽、「男性の少なさ」が明確な問題
として把握されない限り、今後も活発な議論は期待し
にくいのではないだろうか。
3. 描かれた（描かれない）男性図書館員
　3 つ目のアプローチは、映画や小説といったフィク
ションで男性図書館員がどのように扱われているかで
ある。
　図書館が登場する映画や小説は多く、それらを個人
がリスト化したものがインターネットをはじめ各所で
見られる。たとえば映画については、飯島朋子が『映
画のなかの図書館』で「主役準主役が図書館員の映
画」「大声や騒音を注意される映画」といったテーマ
別紹介も加えながら、洋画邦画合わせて 500 以上もの
映画を扱っているのをはじめ⑾、文献が数多くある⑿。 
漫画については山口真也が 800 作以上のリスト⒀を、
ミステリー小説では野村知子が 80 作ほどのリスト⒁

を作成している。
　このように、図書館や図書館員は各種フィクション
でしばしば登場するため、その内容を対象とした論文
も多い。よく見られるのは、「描かれた図書館が現実
とどう異なっているか」、すなわち現実の図書館との
違いを時に問題点として指摘するものであるが⒂、そ
の他の研究として、本章のテーマである「図書館や職
員がどういうイメージで描かれているか」という視点
に立ったものがある。
　職員のイメージに関する研究の一例を挙げると、海
外文献では、メディアに出てくる図書館員を「年老
いたメイド」「警官」といったキャラクターごとに分
析したシーレ（Maura Seale）の研究⒃、男性職員の
ステレオタイプなイメージを分析する手段の一つと
してテレビや映画を用いたディッキンソン（Thad E. 
Dickinson）の研究⒄などが、日本の文献では、先述の
山口や野村以外に、主に小説に出てくる図書館員を
扱っている佐藤毅彦の研究⒅などがある。これらの研
究によると、図書館員には「暗い」「仕事が簡単」「冷
淡」「ヒステリック」といったネガティブなイメージ
が付与されていることが多い。この点に関し、メディ
ア教育についての論文が多い伊藤敏朗は、次のような
厳しい指摘をしている。「要するに図書館員というの
は、何らかの挫折なり鬱屈なりを抱えており、生気に
乏しいが、腹では何を考えているかわからないような 
人間を描きたい場合の格好の職業であるらしいのだ」⒆。 
また、業務内容についても、山口は、図書館員の業務
で一番多く描かれるのは「利用者を注意する」ことで
あるとし⒇、佐藤は、テレビドラマに登場する看護師
には看護指導がつき俳優が医療研修に行くほどである
のに図書館員が登場しても専門的な知識や技術が描か

れないと述べる21など、図書館（員）の業務に対する
理解度が低いことが、多くの研究で指摘されている。
こうしたことも、ネガティブなイメージを持たれる一
因となっているだろう。
　登場する図書館員の男女比についてみると、先述
のリストをもとに山口が調査した漫画では女性が
63.1％、野村が調査したミステリーでは女性が約 60％
となっているが、山口は「女性でも男性でもどちらで
もかまわない」脇役の性別にこそ著者や読者のイメー
ジが現れるとし、脇役だと女性が 72.9％になると分析
している。現実の女性率に近い数字と言ってよいだろ
う。
　次に、男性がどのように見られているかであるが、
日本のフィクションについて、先述した図書館員の
イメージに加える形で、一般的な「男性特有のイメー
ジ」を分析したものは見当たらない。しかし、個別に
は何人かの男性登場人物についての記述がある。佐藤
は、テレビドラマ『いま、会いにゆきます』の主人公
の男性図書館員は体調や精神的な面で不安定な状態
にあってリストラの対象となること、彼が勤務する図
書館の男性館長はカウンターで居眠りをすることなど
から、図書館のポストが軽く扱われていると述べてい
る22。また山口は、図書館員の人物像を挙げる中で、

「左遷先」「暇な仕事」の具体例として男性の登場人
物を挙げている23。こうした例を見ると、男性の方が

「有能でない」というイメージが強められているよう
にも思える。山口の「『男がする仕事ではない』ある
いは『女性的な仕事』という偏った見方があるとすれ
ば、そこには図書館職員と女性に対する二重の差別的
意識がうかがえる」という指摘24は、こうした点にも
顕れているようだ。
　このように、図書館員はマイナスのイメージで捉え
られがちであるが、それを問題意識として指摘する論
文は多くない。図書館映画を研究する市村は、「映画
では、それが虚構であるが故に、観客に受け入れられ
にくい、突飛な描かれ方はされないものである。（中
略）図書館に対する社会的な認知・関心の度合いを測
る指標として、その描かれ方にもっと注意が向けられ
てよいように思う」と述べている25。図書館について
の誤った描写を指摘することも必要ではあるが、図書
館や職員の描かれ方（「描かれない」ことも含めて）
から、社会的にどのようなイメージを持たれている
か、どのように改善すればより社会的な認識を高めら
れるかを検討するのも、図書館界にとっての課題では
ないだろうか。特に図書館員の男女の偏りやそれに起
因する問題点を認識する上では、「男性図書館員がど
のようなイメージを持たれているか」を理解すること
が重要であると思われる。今後の研究の充実が望まれ
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よう。
4. 今後の男性図書館員研究
　このように、男性図書館員は、実数・研究対象にお
いてマイノリティーである上、イメージもよいとは言
い難い。徳永英子は、一般に女性が多い職種で男性の
従事者が少ない理由として、「『女性のイメージ→女性
が多い→男性が働きにくいのでは』といったサイクル
が推測される」としている26。ゴールドン（Rachael 
Singer Goldon）が調査した男性図書館員も「実際に
職員を目にするまで、男性がなれるなんて思わなかっ
た」と答えている27。現実であれフィクションであ
れ、一般的に片方の性（男性／女性）が多数を占め
ている（またはそのようにイメージされている）職種
は、他方の性（女性／男性）にとって職業の選択肢に
なりにくい傾向にあると言えよう。ただし、女性でも
働きやすい職業であるので女性に選ばれやすい、男性
の就く職業の中では賃金が低いので選ばれにくい、な
ど、他の要因も考えられる。このような観点から「な
ぜ男性図書館員が少ないのか」を調査する意義は少な
くない。
　業務の専門性等を考えると、図書館には多種多様な
人材が必要であり、そのためには、性別に関わらず図
書館員が職業の選択肢となるようにならなければなら
ない。また、昇進について性別による差別があっては
ならないのは言うまでもない。誰にとっても働きやす
く魅力のある、バランスのとれた人員構成を目指して
いかねばならないだろう。もちろん、図書館員の構成
については、正規職員が少ない、司書資格を有する職
員が少ないといった、より大きな問題があるが、こう
した問題を考える際に、男性図書館員にもっと光が当
てられてもよいのではないか。
　最後に、2008 年 7 月に出版された平野啓一郎の『決
壊』を紹介したい28。この小説の主人公は国立国会図
書館の男性職員である。彼は、従来フィクションで描
かれてきた多くの図書館員とは少し異質であり、東大
を出たエリートで、海外の大使館に出向するなど将来
も有望、私生活でも複数の女性と交際するなど、本書
のテーマの１つ「幸福とはなにか」において、「幸福
の象徴」を担っている。本書を読み終えた人が、男性
図書館員（または NDL 職員）にどのようなイメージ
を持ったのか、一男性 NDL 職員として大変興味深い
ところである。

（収集書誌部収集・書誌調整課：河
か わ い
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CA1675
読むなら飲むな？

－図書館における飲料問題－

1. はじめに
　置き引きや痴漢等の犯罪行為はもちろん、私語や携
帯電話の使用等の迷惑行為と比べても、図書館におけ
る飲食の扱いは、図書館職員にとって悩ましい問題で
はないだろうか（CA814、CA1405 参照）。
　図書館での飲食は、上述の行為に比べれば、直接、
他人に迷惑をかける訳ではないし、特に長い時間の利
用については、「ちょっと喉を潤したり、ほんの一口
甘いものが欲しいときに、いちいち館外に出なくては
ならないのは、とても面倒」⑴という意見も、ある程
度は納得できるのではないだろうか。
　それでもまだ、飲食の「食」については、匂いや
音、食べこぼしによる害虫の発生や設備の汚損等の理
由から、その禁止について利用者の理解も得られやす
いだろう⑵。しかし、「飲」については、ペットボト
ル⑶や新しいタイプの水筒等、すぐにリシール（再密
閉）可能な容器（以下、「ペットボトル等」）の普及に
より、禁止の最大の根拠であると思われる資料への汚

損リスクも以前よりかなり軽減されているし、そもそ
も貸出ができる図書館の場合、ことさら館内だけで禁
止しても意味がないという意見もあるだろう⑷。
　日本では、いまだに飲食可能なスペース（食堂、カ
フェ等も含む）を限定（ゾーニング）し、閲覧室での
飲食は一切禁止としている図書館の方が多いと思われ
る。しかし、近年、そのようなゾーニングを緩和し、
閲覧室へのペットボトル等の持ち込みを許可し、飲み
物を飲めるように運用を変更した図書館が出てきてい
る。本稿では、このような図書館内での「飲む」行為
について、事例を元に考察したい。
2. いくつかの前提条件
　図書館での事例に移る前に、そのような動きの背景
にあると思われる事象をいくつか見ておく。
　先ごろ発表された「水に関する世論調査」⑸によ
ると、普段の「飲み水」について、「ミネラルウォー
ターなどを購入して飲んでいる」は全体の 29.6％、特
に 20 ～ 29 歳に限れば 44.8％に達しており、もはや飲
料水の購入が、ごく普通の行為になっていることがう
かがい知れる。これは、「人々の水道水への不満や不
信」⑹が大きな原因であろう。
　また、近年の酷暑による熱中症の予防について、行
政等の広報もあり⑺、「こまめに水分を補給」すると
いう意識は、かなり浸透してきているように思われ
る。特に、教育現場では、2003 年からの文部科学省
等による努力もあり⑻、全国の 95％の小学校で熱中症
予防等の理由から、水分補給が指導されているという
調査もある⑼。さらに、同調査によると、「休憩時間
の主たる水分補給方法は？」という設問に対しては、

「手洗い場の水道水」とした回答が 47％と 1 位であっ
たが、「自宅から持参した水筒」も 37％に上ってお
り、小学生のうちから「水分は持参するもの」という
意識が醸成されてきているように思える⑽。
　一方、1982 年に初めて清涼飲料用の容器に採用さ
れたペットボトルは、1996 年に業界団体である全国
清涼飲料工業会が、それまで自主規制していた 1 リッ
トル未満の小型容器への使用を解禁すると、「携帯で
きる」「保存できる」等の理由から消費者の圧倒的な
支持を受け、市場投入からわずか 3 年で出荷量が 10
倍近く増えた⑾。清涼飲料水における容器別の生産量
でも、ペットボトル総計で 1995 年の 2,802,172kl から
2007 年には 11,317,222kl と約 4 倍近く増加し、清涼
飲料水全体に占める割合も 63.4％に達している⑿。特
に、若者の人気は高く、全国の中・高生を対象に行わ
れた調査では、「何に入ったドリンクがもっとも好き
ですか？」という設問に対し、77.1％が「ペットボト
ル」と回答している⒀。
　さらに、図書館と同じく本を重要なリソースとして




